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私
は
北
海
道
の
出
身
で
、
実
家
は
日
蓮
宗
の
檀
家
な
の
で
す
が
、
長
い
間
、
信
仰
や
宗
教
と
は
こ
れ
と
い
っ
た
関
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
仏
教
に
本
格
的
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
東
京
に
就
職
し
て

10

年
以
上
が
経
過
し
た
頃
の
こ
と
で
す
。 

当
時
は
初
期
仏
教
や
空
思
想
に
関
心
が
あ
り
独
学
で
学
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
改
め
て
自
分
が
日
蓮
宗
の
檀
家
で
あ

る
こ
と
を
思
い
出
し
、
い
く
つ
か
の
寺
院
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
折
、
あ
る
寺
院
で
熱
烈
な
「
折
伏
」
を
８
～
９
時
間
に
わ
た
っ
て
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
一
応
の
檀
家

だ
っ
た
と
は
い
え
日
蓮
仏
教
に
つ
い
て
は
ま
る
で
知
ら
ず
、
自
分
が
学
習
し
た
仏
教
の
知
識
で
応
答
し
た
た
め
か
、
お
互
い
の
意

図
が
噛
み
合
わ
ず
、
会
話
は
平
行
線
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
か
ら
、「
法
華
経
を
読
め
ば
相
手
の
言
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
い
、
私
な
り
に
読
み
込
ん
で

み
た
も
の
の
、
日
蓮
仏
教
と
の
つ
な
が
り
が
正
直
に
言
っ
て
ピ
ン
と
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
「
天
台
教
学
も
勉
強
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
考
え
始
め
て
い
た
と
き
、
偶
然
に
見
つ
け
た
の
が
「
法
華
コ
モ
ン
ズ
」
の
講
義
で
し
た
。 

受
講
し
た
の
は
、
教
学
委
員
の
花
野
充
道
先
生
に
よ
る
「
日
蓮
教
学
と
中
古
天
台
教
学
の
検
討
」
と
い
う
講
義
で
す
。
中
古
天
台

教
学
が
何
で
あ
る
か
も
知
ら
な
い
ま
ま
「
天
台
教
学
の
講
義
み
た
い
だ
か
ら
行
っ
て
み
よ
う
」
と
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た

が
、
日
興
門
流
の
方
々
を
は
じ
め
大
勢
が
集
ま
っ
て
お
り
、
当
時
の
私
は
す
っ
か
り
気
圧
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

自
己
紹
介
で
聴
講
者
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
教
団
を
名
乗
る
な
か
、
私
は
目
を
泳
が
せ
な
が
ら
「
会
社
員
で
す…

…

」
と

名
乗
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。（
そ
の
際
、
気
を
使
っ
て
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
大
賀
義
明
先
生
に
は
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
） 

花
野
先
生
の
講
義
は
大
変
面
白
く
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
講
義
や
懇
親
会
に
参
加
す
る
う
ち
に
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
も
親

し
く
な
り
、「
人
手
が
足
り
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
の
名
前
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
「
コ
モ
ン
ズ
通
信
」
に
載
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
現
在
ま
で
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

巻頭言 

偶
然
の
出
会
い
だ
っ
た
法
華
コ
モ
ン
ズ 

 

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
仏
教
か
否
か
を
問
わ
ず
、
様
々
な
信
仰
を

持
つ
方
と
お
会
い
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
信
仰
に
も
、
き
っ
か
け
や
信
仰
の

基
盤
と
な
る
価
値
観
、
経
典
・
聖
典
な
ど
の
信
仰
対
象
と
自
身
と
の
関
係
、
組
織
と
個
人
の
つ
な

が
り
・
距
離
感
な
ど
が
想
像
以
上
に
多
様
で
あ
り
、
生
半
可
に
知
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
言
え
な

い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
２
頁
上
段
へ
続
く
） 

 

巻頭言 
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個
人
的
な
話
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
、
私
は
日
蓮
教
学
・
法
華
仏
教
に
関
し
て
は
ス

タ
ッ
フ
の
中
で
最
も
不
勉
強
で
す
。
で
す
が
そ
ん
な

自
分
で
も
「
法
華
コ
モ
ン
ズ
」
の
講
義
は
非
常
に
面

白
く
、
学
び
が
多
い
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
。

む
し
ろ
講
義
概
要
を
見
た
と
き
に
「
自
分
に
は
難
し

い
」
と
感
じ
た
も
の
や
、
一
見
興
味
の
外
だ
と
思
っ

た
も
の
に
こ
そ
、
思
い
が
け
な
い
発
見
や
学
び
が
あ

り
ま
し
た
。 

こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
皆
様
に
も
、
様
々
な
講

義
を
通
じ
て
そ
の
面
白
さ
を
共
有
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
あ
え
て
関
心
の
薄
い
分
野
や
テ
ー
マ
の

講
義
に
も
、
時
折
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

講
義
報
告 

連
続
講
座 

前
後
期 

「
法
華
仏
教
講
座
」 

本
講
座
は
法
華
コ
モ
ン
ズ
の
前
身
・
本
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク 

研
究
会
で
の
講
義
形
式
を
踏
襲
し
、
お
よ

そ
月
一
回
の
ペ
ー 

ス
、
毎
回
二
時
間
の
枠
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
講
師
に
は
、
斯
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る

学
者
・
研
究
者
を
毎
回
交
代
制
で
お
迎
え
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
令
和
七
年
度
後
期
第
三
回
～
第
五
回
、

並
び
に
令
和
八
年
度
前
期
第
一
回
～
第
四
回
の
講
義

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
た
い
。
各
回
と
も
に
、
常
圓

寺
様
祖
師
堂
地
階
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

実
況
配
信
を
同
時
に
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
対
面

式
で
講
義
が
執
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
回

も
、
土
曜
日
午
後
三
時
三
〇
分
～
の
開
催
で
、
仏
教

思
想
研
究
・
日
蓮
教
学
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

研
究
者
を
は
じ
め
多
く
の
聴
講
者
が
集
い
、
時
に
、

時
間
を
三
〇
分
前
後
延
長
し
て
の
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
講
義
は
全
回
、
受
講
者
に
ビ
デ

オ
配
信
さ
れ
て
い
る
。 

【
後
期
第
三
回 

株
橋
隆
真󠄅
先
生
】 

令
和
八
年
（
以
下
同
）
一
月

三
十
一
日
、
興
隆
学
林
専
門

学
校
教
授
の
株
橋
隆
真
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
令
和

七
年
度
後
期
法
華
仏
教
講

座
・
第
三
回
講
義
「
法
体
折
伏
に
つ
い
て
」
が
執
り
行

わ
れ
た
。 

株
橋
先
生
は
、
唱
題
の
真
義
を
鮮
明
化
す
る
も
の

と
し
て
、
慶
林
坊
日
隆
師
（
一
三
八
五
～
一
四
六
四
）

が
用
い
た
「
法
体
折
伏
」
の
意
味
を
尋
ね
ら
れ
た
。 

そ
の
「
法
体
」
は
、
日
隆
師
に
よ
れ
ば
、
本
門
事
具

一
念
三
千
を
所
摂
と
す
る
題
目
（
能
摂
）
を
意
味
す

る
。
「
法
体
」
に
は
、
摂
め
受
け
入
れ
導
く
「
摂
受
」

と
、
相
手
の
あ
や
ま
り
を
破
折
・
調
伏
す
る
「
折
伏
」

と
が
あ
る
と
い
う
。 

株
橋
先
生
は
、
そ
の
意
味
を
確
認
す
る
た
め
に
、

天
台
教
学
や
宗
祖
の
摂
折
二
門
に
つ
い
て
も
概
観
さ

れ
、
化
儀
・
化
法
双
方
の
視
点
を
提
示
さ
れ
た
。 

論
中
、『
観
心
本
尊
抄
』
第

29

番
答
の
摂
折
に
つ

い
て
「
賢
王
は
身
を
以
て
愚
王
を
折
伏
し
、
宣
教
の

僧
は
身
は
摂
受
で
あ
る
が
、
口
で
は
正
法
を
弘
説
す

る
と
い
う
折
伏
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
理
論
も
実
践
も
法
華
経
に

求
め
、
あ
く
ま
で
も
出
家
が
主
体
と
な
る
の
が
法
華

経
の
摂
折
で
あ
り
、
宗
祖
の
摂
折
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

次
い
で
、
株
橋
先
生
は
、
日
隆
師
の
御
聖
教
に
お

け
る
「
法
体
折
伏
」
の
用
例
を
検
討
さ
れ
、
「
法
体
」

に
は
本
来
「
折
伏
」
の
徳
が
具
わ
り
、「
法
」
そ
の
も

の
に
「
折
伏
」
の
義
を
見
出
せ
、
総
名
の
南
無
妙
法
蓮

華
経
が
法
体
折
伏
で
あ
り
、
下
種
と
い
う
行
為
が
そ

の
行
相
に
当
た
る
こ
と
。
本
門
八
品
の
説
相
は
法
尓

法
体
の
折
伏
で
あ
り
、
就
中
、
不
軽
菩
薩
の
弘
経
も

法
体
折
伏
で
あ
る
こ
と
。
以
上
か
ら
、
題
目
の
聞
・

信
・
口
唱
・
弘
通
の
信
行
の
意
義
が
明
確
化
さ
れ
、
妙

法
経
力
の
力
用
を
具
体
的
に
解
明
し
た
と
き
、「
法
体

折
伏
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と―

等
を
明
か
さ
れ

た
。 次

い
で
、
株
橋
先
生
は
、
関
連
論
攷
と
し
て
、
ご
自

身
の
「
久
遠
成
道
（
実
成
）
に
関
す
る
一
考
察
」
を
取

り
上
げ
ら
れ
、
天
台
・
宗
祖
に
お
け
る
久
遠
成
道
（
実

成
）、
久
遠
下
種
、
本
因
妙
の
修
行―

等
を
多
角
的
に

論
じ
ら
れ
た
。 

日
隆
師
に
よ
れ
ば
、
久
遠
の
最
初
成
道
は
、
南
無

妙
法
蓮
華
経
の
本
因
妙
の
修
行
、
名
字
信
行
の
易
行

に
よ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
論
拠
は
、
特
に
不
軽
菩
薩
の

二
十
四
字
の
信
行
礼
拝
を
現
在
の
題
目
の
意
義
を
重

ね
合
わ
せ
る
宗
祖
遺
文
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
こ

こ
か
ら
、
久
遠
成
道
・
久
遠
下
種
・
末
法
下
種
を
南
無

妙
法
蓮
華
経
で
統
一
す
る
見
方
が
導
き
出
さ
れ
、
滅

後
末
法
の
衆
生
を
正
機
と
す
る
視
点
か
ら
、
日
隆
師
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の
所
見
が
成
立
す
る
と
解
説
さ
れ
た
。 

日
蓮
教
学
研
究
界
全
体
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
、

素
晴
ら
し
い
御
講
義
で
あ
っ
た
。 

（
布
施
義
高 

記
） 

【
後
期
第
四
回 

田
中
壮
谷
先
生
】 

二
月
二
十
八
日
、
国
柱
会

賽
主
の
田
中
壮
谷
先
生
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
令
和
七
年

度
後
期
法
華
仏
教
講
座
・
第

四
回
講
義
「
真
世
界
文
化
研

究
会
発
足
の
目
的
と
経
緯
に
つ
い
て
」
が
執
り
行
わ

れ
た
。 

本
仏
教
学
林
理
事
長
の
西
山
茂
先
生
は
、
曽
て
「
日

蓮
仏
教
の
再
歴
史
化
」
を
成
し
た
代
表
的
先
達
と
し

て
田
中
智
学
居
士
の
名
を
掲
げ
ら
れ
た
（
本
学
林
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
巻
頭
言
参
照
）。
日
蓮
主
義
を
打
ち
出
し
、

国
柱
会
を
立
ち
上
げ
た
田
中
智
学
居
士
の
「
玄
孫
」

に
当
た
り
、
同
会
第
五
代
賽
主
を
継
承
さ
れ
て
い
る

の
が
、
田
中
壮
谷
先
生
で
あ
る
。 

近
時
（
令
和
六
年
二
月
十
一
日
）、
田
中
智
学
居
士

の
事
業
を
引
き
継
い
だ
三
団
体(

国
柱
会
・
立
正
教

団
・
立
憲
養
正
会)

に
よ
る
共
同
研
究
機
関
「
真
世
界

文
化
研
究
会
」
が
発
足
し
、
同
会
よ
り
『
師
子
王
』
が

発
刊
さ
れ
た
。
今
般
、
田
中
先
生
は
、
同
会
代
表
世
話

人
の
立
場
か
ら
、
研
究
会
の
活
動
目
的
に
関
し
て
、

以
下
の
七
項
目
を
挙
げ
ら
れ
、
一
々
に
つ
い
て
、
そ

の
意
味
を
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
。 

１
．
対
立
な
く
調
和
に
満
ち
た
真
世
界
の
現
出
を
め

ざ
す 

２
．
世
界
絶
対
平
和
の
境
地
た
る
八
紘
一
宇
の
実
現

を
め
ざ
す 

３
．
正
し
き
宗
教
観
に
基
づ
く
日
蓮
門
下
の
統
一
を

め
ざ
す 

４
．
伝
統
的
精
神
と
今
日
的
感
覚
を
融
合
し
た
「
日

蓮
主
義
」
の
樹
立
を
め
ざ
す 

５
．
現
代
社
会
の
課
題
解
決
に
繋
が
る
「
日
本
国
体

学
」
の
確
立
を
め
ざ
す 

６
．
人
間
存
在
の
本
質
を
踏
ま
え
た
信
仰
心
の
喚
び

起
し
を
め
ざ
す 

７
．
家
庭
に
お
け
る
教
化
を
通
じ
た
続
種
護
法
の
達

成
を
め
ざ
す 

こ
の
中
、
２
の
「
八
紘
一
宇
」
に
つ
い
て
は
、
誤
解

を
受
け
て
き
た
が
、
そ
の
真
意
は
、
文
化
的
多
様
性

を
認
め
な
が
ら
互
い
を
敬
い
調
和
を
目
指
す
こ
と
に

あ
る
、
と
解
説
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

総
じ
て
、
そ
の
目
線
は
、
天
皇
を
精
神
的
統
合
の

中
心
と
戴
き
な
が
ら
、
日
蓮
大
聖
人
の
法
華
経
弘
通
・

衆
生
救
済
を
現
代
に
お
い
て
「
真
世
界
運
動
」
と
し

て
展
開
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
明

か
さ
れ
た
。 

講
義
終
盤
に
は
、
特
別
に
映
像
記
録
『
異
體
同
心

の
誓
』
を
映
写
し
て
下
さ
っ
た
。
田
中
智
学
居
士
が

身
延
山
祖
廟
前
で
異
体
同
心
を
も
っ
て
一
天
四
海
皆

帰
妙
法
の
洪
願
成
就
を
力
強
く
誓
わ
れ
た
様
子
、
晩

年
に
力
を
注
が
れ
た
国
性
芸
術
運
動
の
概
要
、
御
遷

化
後
の
葬
送
の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
巨
匠
の
晩

年
の
様
子
を
、
恰
も
、
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ
う
な

臨
場
感
を
も
っ
て
視
聴
さ
せ
て
頂
い
た
。 

日
蓮
門
下
全
体
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
、
素
晴

ら
し
い
御
講
義
で
あ
っ
た
。 

 
 

（
布
施
義
高 

記
） 

 【
後
期
第
五
回 

菅
原
関
道
先
生
】 

三
月
十
四
日
、
興
風
談
所
・

所
員
の
菅
原
関
道
先
生
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
令
和
七
年

度
後
期
法
華
仏
教
講
座
・
第

五
回
講
義
「
日
蓮
撰
『
注
法
華

経
』
と
安
然
撰
「
悉
曇
藏
」」
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

菅
原
先
生
は
、
日
蓮
聖
人
の
主
著
『
観
心
本
尊
抄
』

受
持
譲
与
段
が
導
き
出
さ
れ
る
前
提
と
な
る
三
経
四

疏
の
文
に
注
目
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
の
題
目
論
の
特
徴

を
穿
鑿
さ
れ
た
。
三
経
四
疏
の
文
は
、
多
少
の
出
入

り
は
あ
る
も
、『
注
法
華
経
』『
開
目
抄
』
に
も
見
ら
れ

る
。 菅

原
先
生
は
、
平
成
二
十
三
年
に
池
田
令
道
氏
が

『
注
法
華
経
』
の
三
経
四
疏
中
の
二
経
三
疏
の
文
が

安
然
撰
『
悉
曇
蔵
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
翌
二

十
四
年
に
大
黒
喜
道
氏
も
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る

こ
と
等
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ま
た
、
庵
谷
行
亨
氏
の

論
文
「
日
蓮
聖
人
の
妙
字
釈
」
を
見
据
え
な
が
ら
、
令

和
六
年
に
玉
稿
「『
観
心
本
尊
抄
』
受
持
譲
与
段
の
文

証
の
考
察─

『
注
法
華
経
』『
悉
曇
蔵
』
と
の
関
連
を

含
め
て─

」
（
『 

苅
谷
定
彦 

小
西
日
遶 

大
平
宏
龍 

三
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集 

法
華
仏
教
の
潮
流―

教

え
と
学
び
の
道
し
る
べ―

』
〈
法
蔵
館
〉
）
を
執
筆
さ

れ
た
。 
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今
回
の
御
講
義
で
菅
原
先
生
は
、
玉
稿
に
沿
い
な

が
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
の
概
要
を
分
か
り
や
す
く
講
じ

て
下
さ
っ
た
。
ま
た
、
原
稿
執
筆
時
に
割
愛
さ
れ
た

情
報
に
も
言
及
さ
れ
、
特
に
『
注
法
華
経
』『
開
目
抄
』

『
観
心
本
尊
抄
』
に
共
通
し
て
引
か
れ
て
い
る
「
吉

蔵
疏
云
沙
者
翻
為
具
足
」
の
典
拠
に
つ
い
て
、
研
究

史
上
、
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。 

 

今
回
の
御
報
告
を
通
し
て
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る

『
悉
曇
蔵
』
の
受
け
止
め
方
の
重
要
性
が
、
あ
ら
た

め
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。 

日
蓮
教
学
の
核
心
を
、
極
め
て
高
い
次
元
で
検
討

さ
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
御
講
義
で
あ
っ
た
。 

（
布
施
義
高 
記
） 

 【
前
期
第
一
回 

上
杉
清
文
先
生
】 

四
月
二
十
五
日
、
令
和
八

年
度
前
期
法
華
仏
教
講
座
・

第
一
回
講
義
が
、
本
学
林
・
教

学
委
員
の
上
杉
清
文
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
性
と
仏

教
」
の
講
題
で
行
わ
れ
た
。
大
変
興
味
深
い
テ
ー
マ

で
あ
る
。 

講
義
で
は
最
初
に
、
仏
教
に
お
け
る
「
女
犯
と
男

色
」
に
つ
い
て
、
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
の
「
僧
侶
肉

食
妻
帯
、
蓄
髪
等
、
勝
手
た
る
べ
き
事
」
や
、
中
世
の

稚
児
灌
頂
等
に
関
し
て
細
説
さ
れ
た
。 

次
い
で
、「
本
覚
思
想
」
に
つ
い
て
、
台
密
や
東
密

と
の
対
比
を
通
し
て
、
そ
れ
が
凡
夫
を
悟
り
そ
の
も

の
と
絶
対
肯
定
す
る
日
本
天
台
独
特
の
思
想
（
絶
対

一
元
論
）
で
あ
り
、
口
伝
が
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
。
そ

し
て
、
そ
う
し
た
流
れ
か
ら
、
性
的
儀
礼
を
重
ん
じ

た
う
ね
り
が
生
じ
、「
玄
旨
帰
命
壇
」
も
展
開
す
る
こ

と
と
な
り
、
独
特
な
「
摩
多
羅
神
」
へ
の
信
仰
が
重
ん

じ
ら
れ
た
こ
と
を
細
論
さ
れ
た
。 

更
に
、
性
的
な
叙
述
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
『
理
趣

経
』
に
つ
い
て
言
及
し
た
後
、「
真
言
立
川
流
」
に
つ

い
て
、
本
有
の
思
想
や
、
誓
願
房
心
定
の
『
受
法
用
心

集
』
の
内
容
を
詳
説
さ
れ
、
仏
教
と
性
の
問
題
に
つ

い
て
私
見
を
述
べ
ら
れ
た
。 

次
い
で
、
立
川
流
に
つ
い
て
、
従
来
の
、
性
的
儀
礼

を
仏
教
の
奥
義
と
宣
揚
し
て
異
端
視
さ
れ
た
と
す
る

説
に
対
し
異
を
唱
え
た
、
近
年
の
彌
永
信
美
氏
と
末

木
文
美
士
氏
の
学
説
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
増

穂
残
口
」
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
最
後
に
、
本
テ
ー

マ
に
関
す
る
今
後
の
見
通
し
を
示
さ
れ
て
、
凡
そ
二

時
間
二
十
分
に
及
ぶ
講
義
を
締
め
括
ら
れ
た
。 

驚
嘆
に
値
す
る
厖
大
な
読
書
量
と
、
問
題
点
の
的

確
な
把
握
に
基
づ
く
御
講
義
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。 

講
義
終
了
後
、
聴
講
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
布
施
義
高 

記
） 

 【
前
期
第
二
回 

花
野
充
道
先
生
】 

五
月
十
六
日
、
令
和
八
年

度
前
期
法
華
仏
教
講
座
第
二

回
と
し
て
、
法
華
仏
教
研
究

会
主
宰
・
本
学
林
教
学
委
員

の
花
野
充
道
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
法
華
教
学

に
お
け
る
顕
本
論
と
化
導
論
（
１
）―

法
華
仏
教
の

思
想
史
学
的
探
求―

」
の
講
題
で
ご
高
説
を
賜
っ
た
。

花
野
先
生
は
今
後
、
法
華
仏
教
講
座
の
中
で
、
同
テ

ー
マ
を
連
続
講
義
の
形
で
講
じ
て
下
さ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
今
回
は
、
そ
の
第
一
回
目
で
あ
る
。 

講
義
で
は
、
最
初
に
「
法
華
経
解
釈
の
科
段
」
と
し

て
、
天
台
大
師
智
顗
に
至
る
ま
で
の
中
国
諸
師
の
解

釈
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
展
開
と
智
顗
と
の
連
関
性

や
同
異
二
面
を
細
か
く
講
じ
ら
れ
た
。 

次
い
で
、「
法
華
経
に
説
か
れ
る
二
つ
の
特
長
」
と

し
て
「
化
導
論
」
と
「
顕
本
論
」
に
着
眼
さ
れ
、
前
者

（
化
導
論
）
の
三
乗
方
便
一
乗
真
実―

正
直
捨
方
便

―

五
時
八
教
の
教
判
を
解
説
さ
れ
る
中
で
、
鳩
摩
羅

什
訳
と
梵
本
の
相
違
、
三
車
家
と
四
車
家
の
相
違
、

十
如
是
と
五
何
法
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
詳
説
し
て

下
さ
っ
た
。 

ま
た
、「
顕
本
論
」
に
つ
い
て
も
、
鳩
摩
羅
什
訳
と

梵
本
を
比
較
対
照
し
て
、
羅
什
訳
の
特
色
を
指
摘
さ

れ
、
法
華
教
学
史
上
の
顕
本
論
を
考
究
す
る
意
義
の

甚
大
さ
を
明
快
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。 

更
に
、「
三
種
教
相
」
に
つ
い
て
も
、『
玄
義
』
一
巻

教
相
と
『
玄
義
』
十
巻
教
相
の
相
違
を
細
か
に
解
説

し
て
頂
き
、
日
蓮
が
『
玄
義
』
一
巻
教
相
を
「
三
種
教

相
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
さ

れ
た
。 

花
野
先
生
の
該
博
で
奥
深
い
学
識
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
た
貴
重
な
２
時
間
余
で
あ
り
、
講
義
終
了
後
、

聴
講
者
か
ら
一
際
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

（
布
施
義
高 

記
） 
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【
前
期
第
三
回 

小
西
日
遶
先
生
】 

六
月
十
三
日
、
小
西
日
遶
先

生
に
よ
る
令
和
八
年
度
前
期

法
華
仏
教
講
座
第
三
回
「
八
品

門
流
門
祖
日
隆
の
教
団
成
立

に
つ
い
て
」
の
講
義
が
行
わ
れ

た
。
小
西
先
生
は
、
本
講
座
に
つ
い
て
、「
法
華
宗
（
本

門
流
）
は
、
千
葉
県
茂
原
市
の
鷲
山
寺
・
静
岡
県
沼
津

市
の
光
長
寺
・
京
都
府
京
都
市
の
本
能
寺
・
兵
庫
県

尼
崎
市
の
本
興
寺
の
四
大
本
山
で
宗
門
を
構
成
し
て

い
る
。
か
か
る
四
大
本
山
が
異
な
る
建
立
事
情
に
も

関
わ
ら
ず
同
一
宗
門
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
日
隆

師
の
教
学
に
傾
倒
し
た
先
師
達
の
「
本
門
八
品
上
行

所
伝
本
因
下
種
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
信
仰
」

が
伝
承
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
、
四

大
本
山
を
つ
な
ぐ
紐
帯
で
あ
る
門
流
の
祖
、
日
隆
師

の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
講
座
の
目
的

で
あ
る
と
し
て
、
豊
富
な
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
詳

細
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

は
じ
め
に
、
日
隆
師
の
出
自
に
つ
い
て
、
出
身
地

や
出
家
得
度
し
た
僧
侶
と
寺
院
な
ど
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
。
そ
の
際
、
依
拠
し
た
資
料
が
寛
文
年
間
の

も
の
で
近
世
の
資
料
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
考
究
す

る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。 

続
け
て
、
日
隆
の
伯
父
に
あ
た
る
日
存
師
、
日
道

師
と
の
出
会
い
か
ら
、
存
・
道
・
隆
の
三
師
が
京
都
の

妙
本
寺
を
退
出
し
た
あ
と
、
法
華
宗
（
陣
門
流
）
の
門

祖
円
光
坊
日
陣
師
の
も
と
を
訪
ね
て
い
た
こ
と
、
三

師
と
妙
蓮
寺
と
の
関
係
、
京
都
本
能
寺
・
尼
崎
本
興

寺
の
建
立
、
に
つ
い
て
多
く
の
資
料
を
提
示
し
て
ご

説
明
く
だ
さ
っ
た
。 

次
に
日
隆
師
が
布
教
し
た
地
域
に
つ
い
て
、
瀬
戸

内
海
の
港
の
な
か
で
も
要
港
を
選
ん
で
、
そ
の
要
港

に
拠
点
と
な
る
寺
院
を
設
け
て
布
教
を
行
っ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
日
隆
師
を
支
え
た

富
裕
層
で
あ
る
「
有
徳
人
」
に
つ
い
て
、
日
隆
師
の
伝

記
書
を
も
と
に
紹
介
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
兵
庫

津
の
北
関
を
通
行
し
た
船
舶
の
詳
細
を
記
録
し
た
資

料
で
あ
る
『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
を
紹
介
し
、
そ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
船
主
や
船
頭
の
名
前
が
、
日
隆
師

の
伝
記
書
や
日
隆
師
が
授
け
た
漫
荼
羅
本
尊
の
授
与

者
の
な
か
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
日
隆
師
を

支
え
た
有
徳
人
の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ

た
。
か
か
る
船
舶
の
通
行
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、

当
コ
モ
ン
ズ
教
学
委
員
の
寺
尾
英
智
先
生
は
、
講
義

終
了
後
の
総
評
の
な
か
で
、「
寺
院
や
僧
侶
の
歴
史
を

研
究
す
る
場
合
、
寺
院
関
係
の
資
料
を
も
と
に
す
る

場
合
が
多
い
が
、
小
西
先
生
は
、
船
舶
の
資
料
に
ま

で
目
を
通
さ
れ
、
多
角
的
に
分
析
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
」
と
小
西
氏
の
炯
眼
に
つ
い
て
、
高
く
評
価
さ

れ
て
い
た
。 

最
後
に
、
日
隆
師
が
定
め
た
僧
侶
や
信
者
に
対
す

る
信
心
に
関
す
る
法
度
、
並
び
に
本
能
寺
・
本
興
寺

両
寺
に
関
す
る
法
度
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、

予
定
時
間
を
超
え
た
約
二
時
間
の
重
厚
な
講
義
を
終

了
し
た
。
小
西
先
生
は
、
膨
大
な
資
料
を
緻
密
に
検

討
し
、
そ
こ
か
ら
得
た
確
か
な
知
見
を
、
我
々
に
語

り
か
け
る
よ
う
に
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

講
座
終
了
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

法
華
宗
（
本
門
流
）
の
研
究
者
を
中
心
に
、
各
方
面
の

方
々
か
ら
熱
心
な
質
問
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
質
問

に
丁
寧
に
お
答
え
に
な
ら
れ
て
い
た
。 

（
西
山
明
仁 

記
） 

 【
前
期
第
四
回 

丹
治
正
弘
先
生
】 

七
月
四
日
、
令
和
八
年
度

前
期
【
法
華
仏
教
講
座
】
第
四

回
と
し
て
、
放
送
大
学
大
学

院
歴
史
研
究
会
副
会
長
、
右

筆
資
料
調
査
会
代
表
幹
事
の

丹
治
正
弘
先
生
を
お
招
き
し
て
「
日
蓮
の
世
界
認
識

と
そ
の
意
義
」
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。 

日
蓮
聖
人
の
教
学
の
基
底
を
な
す
世
界
観
や
、
法

華
経
弘
通
を
達
成
す
べ
き
世
界
へ
の
視
線
を
学
ぶ
、

非
常
に
重
要
な
講
義
で
あ
っ
た
。 

先
ず
、
丹
治
先
生
は
、
日
蓮
聖
人
が
世
界
を
認
識

す
る
に 

当
た
っ
て
、
凡
そ
、 

（
１
）
規
範
と
し
て
の
宗
教 

（
２
）
現
世
の
内
在
化 

（
３
）
世
界
と
い
う
視
座 

の
三
つ
を
主
な
思
考
回
路
と
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ

た
。
そ
の
上
で
、
今
回
は
、（
２
）（
３
）
を
中
心
に
、

日
蓮
聖
人
の
世
界
認
識
の
特
徴
を
四
方
八
方
か
ら
細

説
し
て
下
さ
っ
た
。 
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す
べ
て
の
日
蓮
研
究
者
や
学
徒
が
、
必
ず
学
ぶ
べ

き
内
容
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
御
講
義
で
あ
っ
た
。 

今
回
の
御
講
義
の
詳
し
い
内
容
は
、
近
く
『
法
華

仏
教
研
究
』
等
で
論
文
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
上
を
記
す
に
留
め
た
い
。 

丹
治
先
生
の
広
博
な
知
識
と
鋭
い
考
察
力
、
理
路

整
然
と
し
た
語
り
口
が
光
る
、
大
変
貴
重
な
２
時
間

で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
布
施
義
高 

記
） 

 講
義
報
告 

一
日
集
中
講
座 

「
菩
提
と
覚―

仏
教
に
お
け
る
覚
醒
の
概
念
の
歴
史―

」 

講
師 

大
竹 

晋 

先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

佐
古 

弘
純 

 

令
和
八
年
四
月
十
一
日

（
土
）、
大
竹
晋
先
生
の
一
日

集
中
講
座
『
菩
提
と
覚―

仏

教
に
お
け
る
覚
醒
の
概
念
の

歴
史
』
が
開
催
さ
れ
た
。
先
生

は
現
在
、
宗
教
評
論
家
、
仏
典
翻
訳
家
と
し
て
活
動

さ
れ
、
『
仏
の
な
り
か
た
』
（
春
秋
社
）
、
『
現
代
語
訳 

最
澄
全
集
』
全
四
巻
（
国
書
刊
行
会
）
、
『
悟
り
と
葬

式
』（
筑
摩
選
書
）、『
大
乗
仏
教
と
小
乗
蔑
視
』（
国
書

刊
行
会
）
等
、
多
く
の
著
作
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。 

本
講
座
は
、
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
菩
提
の
概
念

の
歴
史
を
た
ど
り
、
さ
ら
に
中
国
仏
教
、
日
本
仏
教

に
お
け
る
覚
の
概
念
の
歴
史
を
学
ぶ
内
容
と
な
っ
た
。 

は
じ
め
に
先
生
は
、「
覚
」
と
漢
訳
さ
れ
る
梵
語
の

語
源
ブ
ッ
ト
（b

u
d

h

）
を
確
認
し
、
こ
の
語
根
か
ら

派
生
す
る
「
目
覚
め
」
を
意
味
す
る
ボ
ー
デ
ィ
（b

o
d

h
i

）

が
「
菩
提
」
と
漢
訳
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
菩
提
が
ブ

ッ
ダ
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
法
の
体
系
（
有
為
法
・
無

為
法
）
に
お
い
て
、
い
か
な
る
法
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
か
」
と
先
生
は
述
べ
ら
れ
、
講
義
が
開

始
さ
れ
た
。
以
下
、
省
略
し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

①
イ
ン
ド
仏
教 

ま
ず
、
上
座
部
・
説
一
切
有
部
・
唯
識
派
と
い
っ
た

部
派
、
学
派
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
仏
・
独
覚
・
声
聞

が
別
々
の
菩
提
を
得
る
こ
と
、
そ
の
菩
提
は
お
お
む

ね
智
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
部
派
・
学
派
の
伝
統
と
別
個
に
現
れ

た
大
乗
経
に
お
い
て
は
、
菩
提
は
「
真
如
（
そ
の
と
お

り
の
ま
こ
と
）」
と
説
か
れ
て
お
り
、
大
乗
仏
教
独
特

の
真
理
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
法
（
枠
組
み
）
に
内
在
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
空
性
（
か
ら
っ
ぽ
さ
・
無
自

性
）
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
唯
識
派
の
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ

（
世
親
）
は
後
に
、
菩
提
は
真
如
で
あ
る
と
説
か
れ

る
よ
う
に
な
る
が
、
菩
提
は
智
で
あ
る
と
い
う
説
と
、

菩
提
は
真
如
で
あ
る
と
い
う
説
と
が
別
々
に
採
用
さ

れ
て
い
る
（
あ
く
ま
で
如
来
の
真
如
の
み
が
法
身
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
有
情
の
真
如
は
法
身
で
は
な
い
。

法
身
は
如
来
の
う
ち
の
み
に
あ
り
、
法
身
の
別
名
で

あ
る
菩
提
も
如
来
の
う
ち
の
み
に
あ
る
）、
と
解
説
さ

れ
た
。 

②
中
国
仏
教 

玄
奘
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
移
植
さ
れ
た
唯
識
派

で
あ
る
法
相
宗
に
お
い
て
も
、
菩
提
は
智
で
あ
る
と

い
う
説
と
、
菩
提
は
真
如
で
あ
る
と
い
う
説
が
別
々

に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
イ
ン
ド
的
ア
イ
デ
ィ
ア
）、

ま
た
、
法
相
宗
の
開
祖
（
慈
恩
大
師
基
）
が
、
真
如
は

菩
提
に
お
け
る
性
（
本
性
）
で
あ
り
、
智
は
菩
提
に
お

け
る
用
（
作
用
）
と
し
て
い
る
（
体
用
、
中
国
仏
教
的

ア
イ
デ
ィ
ア
）
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。 

次
に
、
唯
識
派
に
お
い
て
、
智
は
有
為
法
の
う
ち

に
含
ま
れ
、
真
如
は
無
為
法
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
、
智
＝
真
如
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、『
大

乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』）
で
は
、「
菩
提
は
智

で
あ
る
真
如
で
あ
る
（
菩
提
が
真
如
と
説
か
れ
、
そ

れ
が
さ
ら
に
色
に
と
っ
て
空
し
か
ら
ざ
る
本
性
で
あ

る
智
）」
と
説
か
れ
、
真
如
に
も
と
か
ら
大
智
慧
光
明

が
あ
り
、
真
如
を
如
来
蔵
、
法
身
と
し
、
本
覚
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
唯
識
派

に
お
い
て
は
、
如
来
の
真
如
（
如
来
の
内
の
み
）
が
法

身
と
呼
ば
れ
、
そ
の
よ
う
な
法
身
を
菩
提
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、『
起
信
論
』
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る

有
情
の
真
如
が
法
身
（
＝
本
覚
、
＝
智
）
と
呼
ば
れ
、

法
身
が
あ
ら
ゆ
る
有
情
の
中
に
あ
る
、
と
そ
の
相
違

を
明
か
し
、『
起
信
論
』
の
特
徴
を
解
説
さ
れ
た
。 

③
日
本
仏
教 

日
本
に
お
い
て
は
、『
起
信
論
』
の
「
菩
提
は
智
で

あ
る
真
如
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
を
空
海
が
採
用

し
、
智
で
あ
る
真
如
で
あ
る
法
身
が
理
智
法
身
（
法

身
説
法
た
る
密
教
の
教
主
・
自
性
受
用
仏
）
と
呼
ば

れ
、
そ
の
後
、
理
智
不
二
法
身
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。 

最
後
に
大
竹
先
生
は
、
本
覚
思
想
へ
の
疑
問
と
し
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て
、「
真
如
は
空
性
の
別
名
で
あ
る
か
ら
、
も
し
真
如

が
智
で
あ
る
な
ら
ば
、
空
性
が
智
で
あ
る
こ
と
に
な

る
」、「
真
如
は
有
情
と
無
情
（
非
情
）
と
を
問
わ
ず
世

界
に
遍
満
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
真
如

が
智
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
有
情
に
智
で
あ
る

真
如
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
無
情
に
も
智

で
あ
る
真
如
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。『
起
信
論
』
に
お

い
て
は
、
そ
こ
ま
で
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
仏

教
に
お
い
て
は
、
現
に
無
情
成
仏
（
非
情
成
仏
）
が
説

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
空
理
空

論
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

菩
提
に
対
す
る
仏
教
の
考
え
方
が
、
イ
ン
ド
・
中
国
・

日
本
で
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
異
な
り
に
対
す
る
細

や
か
な
配
慮
が
望
ま
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
講
義
終
了

と
な
っ
た
。 

本
講
座
は
、
対
面
と
リ
モ
ー
ト
の
両
方
で
行
わ
れ
、

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。
聴
講
者
の
質
疑
に
対
し

て
、
丁
寧
に
応
答
し
て
下
さ
っ
た
先
生
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

          

講
義
報
告 

一
日
集
中
講
座 

「新
・
学
問
の
す
す
め 

研
究
者
失
格
！ 

―

『
見
る
な
の
禁
』
を
見
た
男―

」 

講
師 

磯
前 

順
一 

先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

澁
澤 

光
紀 

 

去
る
五
月
九
日
（
土
）
午
後

一
時
半
よ
り
、
磯
前
順
一
先

生
の
一
日
集
中
講
座
「
新
・
学

問
の
す
す
め 

研
究
者
失

格
！
『
見
る
な
の
禁
』
を
見
た

男
」
が
、
実
況
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
で
四
時
間
半
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

磯
前
先
生
の
講
義
は
、
令
和
四
年
度
後
期
に
オ
ン

ラ
イ
ン
講
義
で
実
験
的
に
開
講
さ
れ
た
「
震
災
転
移

論―
末
法
の
世
に
菩
薩
が
来
り
て
衆
生
を
救
う
」
以

来
で
、
今
回
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
の
「
天
国
へ
の
階
段
」
を
流
し
て
始
ま
る
、
実

に
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
な
講
義
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
ず
講
義
の
始
め
に
司
会
者
が
、
磯
前
先
生
が
用

意
し
て
い
た
講
義
の
要
約
を
読
み
上
げ
ま
す
。 

「
本
講
義
で
は
、
日
本
の
昔
話
や
怪
談
に
あ
ら
わ

れ
る
「
見
る
な
の
禁
」
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
人
間
が

社
会
の
中
で
、
何
を
見
な
い
事
に
よ
っ
て
生
き
て
い

る
の
か
、
そ
し
て
見
て
し
ま
っ
た
者
は
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
生
き
れ
ば
良
い
の
か
を
問
い
な
が
ら
、
考

え
て
い
き
ま
す
。」 

こ
の
前
言
に
続
い
て
、
レ
ジ
ュ
メ
の
全
四
章
の
要

約
が
述
べ
ら
れ
て
か
ら
、
磯
前
先
生
の
講
義
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
で
は
、
そ
の
章
立
て
に
沿
っ
て
講

義
の
概
要
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
。 

第
一
章
「
夕
鶴―

見
る
が
裏
切
り
に
な
る
謎
」
で

は
、
木
下
順
二
の
鶴
と
人
間
の
婚
姻
譚
「
夕
鶴
」
を
題

材
に
、
禁
を
破
っ
て
見
た
こ
と
で
破
綻
す
る
「
自
然

（
鶴
）
と
人
間
」
の
関
係
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

動
物
や
穢
れ
や
死
を
見
な
い
こ
と
で
保
た
れ
る
人
間

の
社
会
秩
序
（
共
同
体
）
が
、「
差
別
」
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
タ
ブ
ー
を
破
っ
て
見
た

者
は
本
人
自
身
も
共
同
体
か
ら
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
、

差
別
さ
れ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
ま
す
。 

第
二
章
「
牡
丹
灯
籠―

フ
ロ
イ
ト
と
ユ
ン
グ
、
世

界
へ
の
転
移
と
世
界
か
ら
の
逆
転
移
」
で
は
、「
転
移
」

が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。「
転
移
」
と
は
、
自
分
の
主

体
性
を
手
放
し
、
世
界
や
他
者
に
預
け
て
し
ま
う
（
支

配
さ
れ
て
し
ま
う
）
こ
と
で
あ
り
、
責
任
を
「
他
の
せ

い
に
す
る
（
転
嫁
）」
や
「
依
存
す
る
」
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。 

講
義
で
は
、
自
分
が
転
移
（
支
配
／
依
存
と
信
頼

の
両
義
性
）
に
気
づ
い
て
、
そ
こ
か
ら
ど
う
解
放
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
自

分
を
追
放
し
た
世
界
へ
の
恨
み
は
「
世
界
へ
の
転
移
」

で
あ
り
、
そ
れ
に
憑
依
さ
れ
る
こ
と
は
「
呪
い
」
に
か

か
る
こ
と
な
の
で
す
。 

第
三
章
「
青
髭—

幻
想
か
ら
の
目
覚
め
」
は
３
つ

項
が
あ
り
、
１
項
の
「
青
髭―

世
界
の
裂
け
目
」
で

は
、
青
髭
か
ら
部
屋
の
鍵
束
を
受
取
っ
た
新
妻
が
「
開 

け
て
は
い
け
な
い
」
部
屋
の
鍵
を
使
っ
て
先
妻
た
ち

の
死
体
を
見
て
し
ま
っ
た
物
語
か
ら
、
転
移
と
い
う
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罠
や
呪
い
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
「
他
人
の
鍵
は
も

ら
わ
な
い
。
自
分
の
鍵
は
他
人
に
渡
さ
な
い
」
こ
と

が
、
他
人
に
憑
依
さ
れ
ず
自
分
の
魂
も
明
け
渡
さ
な

い
た
め
の
倫
理
だ
、
と
い
う
教
訓
を
引
き
出
し
ま
す
。 

２
項
の
「
福
島
の
幽
霊—

死
者
の
沈
黙
に
声
を
聴

く
」
で
は
、
見
る
事
だ
け
で
は
な
く
「
沈
黙
の
声
を
聴

く
」
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
語
る
こ
と
が
成
り
立
つ
、

と
い
う
傾
聴
の
論
理
を
解
明
し
て
い
き
ま
す
。 

第
３
項
の
「
こ
の
地
上
に
尺
度
は
あ
る
の
か
」
で

は
、
技
術
的
な
研
究
に
対
し
て
「
学
問
は
魂
に
か
か

わ
る
学
び
」
だ
と
し
て
、
講
師
自
ら
の
あ
り
方
を
問

い
直
し
て
い
き
ま
す
。 

第
四
章
「
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
ー
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ

ミ
」
で
は
、
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
（
言
戸
渡
し
？
）
と
い
う

「
死
者
の
声
を
聴
い
て
も
そ
れ
を
盾
に
せ
ず
、
役
割

は
引
受
け
る
が
同
一
化
は
拒
み
、
言
葉
を
渡
し
て
去

る
」
と
い
う
行
為
を
、「
見
る
な
の
禁
」
の
最
短
の
反

転
だ
と
し
て
、
１
項
で
は
日
本
の
戦
後
に
お
け
る
「
傀

儡
天
皇
論
」
と
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
論
」
と
い
う
見
る
な

の
禁
を
通
し
て
、
そ
の
幻
滅
に
耐
え
て
至
る
覚
醒
に

つ
い
て
語
り
ま
す
。 

そ
し
て
２
項
の
「
悲
哀
を
か
み
し
め
る
」
で
は
、
死

者
に
生
か
さ
れ
る
自
分
や
見
え
な
い
も
の
を
語
る
学

問
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
３
項
の
「「
世
界
」
の
「
呪

い
（
＝
転
移
）」
を
解
く
」
で
は
、「
世
界
と
い
う
幻
想
」

か
ら
自
由
な
る
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
て
い
き
ま
す
。 

最
後
は
、
磯
前
先
生
の
恩
師
の
藤
間
生
大
が
遺
言

と
し
た
「
見
る
べ
き
も
の
を
見
つ
（
壇
ノ
浦
合
戦
で

の
平
知
盛
の
言
葉
）
」
を
引
い
て
、
「
見
た
事
を
記
憶

し
た
ま
ま
、
口
に
せ
ず
生
き
延
び
る
」、
そ
し
て
「
幻

想
こ
そ
が
浮
世
に
生
き
る
原
動
力
」
と
し
て
生
き
ざ

る
を
得
な
い
、
そ
う
し
た
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
の
存
在 

と
し
て
の
「
人
間
」
を
再
定
義
す
る
コ
ト
ド
ワ
タ
シ

を
し
て
、
講
義
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
質
疑
応
答
も
予
定
時
間
を
越
え
て
行
わ

れ
、
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
報
告
の
最
後

に
私
的
な
感
想
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。 

講
座
の
題
名
に
あ
る
「
研
究
者
失
格
！
」
と
は
反

語
的
な
意
味
合
い
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
磯
前
先

生
は
講
義
全
体
を
通
じ
て
、
技
術
だ
け
で
魂
の
な
い

研
究
者
に
対
し
て
、
学
問
と
は
魂
に
関
わ
る
学
び
で

あ
り
、「
学
問
と
は
、
死
者
の
声
を
聴
き
、
語
れ
な
い

も
の
を
語
る
営
み
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
宣
言
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
「
研
究
者
」

を
降
り
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
講
義
後
に
気
づ
き
ま
し
た
が
、
磯
前
先
生

の
こ
う
し
た
学
問
の
あ
り
方
は
、
日
蓮
信
仰
者
で
歴

史
学
者
の
上
原
專
祿
が
五
三
年
前
に
提
起
し
た
「
死

者
と
の
共
存
・
共
生
・
共
闘
」
、「
死
者
の
メ
デ
ィ
ア
に

な
る
」
と
い
う
言
葉
と
ぴ
た
り
と
重
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

で
す
か
ら
、
こ
の
上
原
專
祿
の
「
死
者
・
生
者
」
論

も
含
み
込
ん
で
の
磯
前
先
生
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

「
魂
に
ふ
れ
る
学
問
」
を
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
、

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
見
る
な
と
言
わ
れ
て
も
見
ざ
る

を
得
な
い
、
眼
も
眩
む
よ
う
な
展
開
を
期
待
し
て
、

待
ち
わ
び
る
ば
か
り
で
す
。 

 

講
義
報
告 

連
続
講
座 

後
期
全
六
回 

 

「『
法
華
経
』『
法
華
文
句
』
講
義
」 

講
師 

菅
野 

博
史 

先
生 

報
告 

澁
澤 

光
紀 

 

菅
野
博
史
先
生
の
連
続
講 

座
「『
法
華
経
』『
法
華
文
句
』 

講
義
」
は
、
本
年
三
月
に
「
薬 

草
喩󠄂
品
第
五
」
を
終
え
て
五 

月
に
は
「
授
記
品
第
六
」
か

ら
「
化
城
喩󠄂
品
第
七
」
に
入
り
、
七
月
の
講
義
で
通
算

九
八
回
と
な
り
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
の
『
法
華
文
句

（
Ⅲ
）』
で
は
、
八
六
四
頁
の
四
行
目
ま
で
が
終
了
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
は
年
度
を
ま
た
い
で
七
回

に
わ
た
っ
た
講
義
の
概
要
を
、
簡
単
に
報
告
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

「
薬
草
喩󠄂
品
」
で
は
、
前
回
の
講
義
で
取
り
上
げ

た
「
如
来
は
一
相
一
味
の
無
差
別
の
実
（
真
実
）
だ

が
、
草
木
等
に
喩
え
ら
れ
る
「
衆
生
」
は
差
別
が
あ
る

た
め
権
（
方
便
）」
で
あ
る
と
の
対
比
か
ら
、
無
差
別

＝
差
別
論
が
論
じ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
空
」

と
い
う
概
念
が
出
さ
れ
て
、
一
相
一
味
が
大
乗
仏
教

の
究
極
的
な
涅
槃
の
境
地
に
至
る
事
が
示
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
畢
竟
は
「
空
」
で
あ
る
が
故
に
、
如
来
の
説

法
は
無
差
別
と
い
う
こ
と
で
す
。 

「
究
竟
涅
槃
」
の
解
釈
で
も
二
乗
の
有
余
・
無
余
が

あ
る
涅
槃
で
は
な
い
究
竟
と
な
る
涅
槃
で
あ
り
、「
常

寂
滅
相
」
も
常
住
の
寂
滅
な
の
で
、「
終
に
空
に
帰
す
」

の
「
空
」
も
、
二
乗
の
灰
身
滅
智
（
灰
断
）
の
空
で
は
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あ
り
え
ず
、「
中
道
第
一
義
の
空
」
で
あ
る
、
と
説
明

さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
大
雲
の
大
雨
の
如
き
如
来
の
一
味
の
説
法

に
よ
り
、
大
中
小
の
草
木
の
ご
と
き
衆
生
が
、
等
し

く
成
長
し
て
悟
り
に
至
る
と
す
る
説
明
で
は
、
偈
文

に
「
そ
の
雨
は
等
し
く
四
方
に
流
れ
る
こ
と
無
量
に

し
て
、
率
土
を
充
ち
洽(
う
る
お)

し
、
山
川
険
谷
の

幽
邃
に
生
い
た
る
所
の
卉
木
薬
草
や
大
小
の
諸
樹
な

ど
、
雨
が
豊
か
に
潤
す
」
と
あ
る
「
山
川
険
谷
・
幽

邃
所
生
」
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。 

「「
幽
邃
所
生
」
と
は
、
上
の
第
二
の
衆
生
の
習
因

の
差
別
を
頌
す
る
。
衆
生
が
久
遠
の
昔
に
植
え
た
習

因
は
、
五
陰
・
十
八
界
・
十
二
入
の
う
ち
に
隠
れ
る

こ
と
を
た
と
え
る
の
で
、「
幽
邃
」
と
い
う
。
今
、

法
の
雨
を
受
け
、
す
べ
て
開
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
、「
所
生
」
と
い
う
。」 

私
見
で
す
が
、
こ
こ
で
い
う
「
衆
生
が
久
遠
の
昔

に
植
え
た
習
因
」
と
は
、「
仏
種
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
娑
婆
の
生
活
で
隠
れ
て
い
る
そ
の
仏
種
が
、

い
ま
法
の
雨
を
受
け
て
す
べ
て
開
く
と
い
う
の
は
い

わ
ば
「
脱
益
」
で
、
こ
の
「
幽
邃
所
生
」
の
一
句
は
、

下
種
益
・
熟
益
・
脱
益
の
「
三
益
」
の
教
学
的
発
想
の

源
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、『
文
句
』
の
随
文

釈
義
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

そ
し
て
「
薬
草
喩󠄂
品
」
は
、
最
後
に
偈
文
で
次
の
よ

う
に
述
べ
ま
す
。 

「
仏
の
説
法
は
一
味
の
雨
の
よ
う
に
同
じ
も
の
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
聴
く
者
の
レ
ベ
ル
に
見
合
っ
た
対
機
説
法

に
聴
こ
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
悟
り
の
道
に

導
く
。
仏
は
い
つ
も
譬
喩
と
い
う
方
便
を
使
っ
て
仏

道
を
開
示
す
る
。
今
は
あ
な
た
達
の
た
め
に
最
も
大

切
な
真
実
を
説
こ
う
。
あ
な
た
達
が
行
じ
て
い
る
仏

道
は
、
実
は
「
菩
薩
の
道
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か

ら
よ
く
修
学
し
て
皆
す
べ
て
仏
に
な
り
た
ま
え
。」 

こ
の
よ
う
に
『
薬
草
喩󠄂
品
』
は
、
皆
が
差
別
の
な
い

菩
薩
で
あ
る
と
い
う
、
皆
成
仏
道
の
平
等
性
を
明
か

し
て
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
随
文
釈
義
と
し
て
『
文
句
』

は
、
「
同
一
の
雲
・
同
一
の
雨
と
同
一
の
音
声
と
は
、

同
じ
で
あ
る
の
か
違
う
の
か
」
と
自
ら
問
い
ま
す
。 

そ
の
答
え
は
「
仏
は
同
一
の
音
声
に
よ
っ
て
（
衆

生
の
多
様
な
）
種
類
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
理
解

さ
せ
る
。
今
、
同
一
の
雲
・
同
一
の
雨
は
、
ま
さ
し
く

衆
生
の
多
様
性
に
し
た
が
っ
て
の
同
一
の
音
声
で
あ

る
」
で
し
た
。 

し
か
し
一
つ
の
音
声
の
説
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

根
に
合
っ
た
対
機
説
法
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仏
の
説
法
が
同
じ

一
つ
で
平
等
だ
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
は
そ
れ
ぞ

れ
の
機
根
に
従
っ
て
の
悟
り
に
し
か
な
ら
な
い
の
で

は
、
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。 

「
批
判
仏
教
」
の
松
本
史
朗
先
生
は
、「
薬
草
喩󠄂
品
」

の
譬
喩
が
差
別
的
だ
と
し
て
「
仏
の
説
法
と
い
う
同

じ
雨
が
降
っ
て
も
、
三
草
二
木
と
い
う
違
い
（
機
根
・

種
姓
）
の
差
別
は
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
見

解
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
菅
野
先
生
は
、
『
法
華
経
』

の
説
く
皆
成
仏
道
の
平
等
性
を
挙
げ
て
、「
一
仏
乗
を

説
く
『
法
華
経
』
の
教
え
に
し
た
が
う
べ
き
」
と
し

て
、
松
本
説
に
は
反
論
さ
れ
て
い
ま
す
。 

次
の
「
授
記
品
」
は
、
四
大
声
聞
の
摩
訶
迦
葉
、

須
菩
提
、
大
迦
旃
延
、
大
目
犍
連
が
順
次
に
授
記
を

与
え
ら
れ
て
い
く
内
容
で
す
が
、『
文
句
』
は
随
文

釈
義
で
は
な
く
、「
授
記
」
に
つ
い
て
教
学
的
な
詳

し
い
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。 

授
記
を
三
因
仏
性
に
約
し
て
、
①
正
因
の
記
別
は

「
常
不
軽
品
の
よ
う
な
も
の
」、
②
縁
因
の
記
別
は

「
法
師
品
の
十
種
供
養
の
よ
う
な
も
の
」、
③
了
因

の
記
別
は
上
中
下
の
三
根
の
人
に
授
け
る
よ
う
な
も

の
、
と
解
釈
し
ま
す
。 

ま
た
他
の
経
典
で
は
、「
二
乗
と
悪
と
女
に
は
授
記

し
な
い
」
と
あ
る
が
、
法
華
経
は
全
て
に
授
記
す
る

と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
『
首
楞
厳
経
』
の
四
種

の
授
記
、『
菩
薩
瓔
珞
経
』
の
八
種
の
授
記
に
つ
い
て
、

ま
た
四
悉
檀
に
約
し
て
の
授
記
の
解
釈
を
講
義
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

「
授
記
品
」
で
気
に
な
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。
テ

キ
ス
ト
に
「
正
因
の
記
の
若
き
は
、
常
不
軽
の
如

し
」
と
「
未
発
心
に
記
を
与
う
る
は
、
常
不
軽
の
如

し
」
な
ど
と
《
不
軽
の
菩
薩
授
記
》
が
出
て
き
ま

す
。
こ
の
不
軽
の
菩
薩
授
記
は
、
本
来
は
仏
し
か
で

き
な
い
授
記
の
特
例
に
な
り
ま
す
。 

『
法
華
経
』
は
仏
性
思
想
が
登
場
す
る
以
前
の
経
典

で
す
か
ら
、
授
記
（
成
仏
の
保
証
）
思
想
が
中
心
と
な

り
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
授
記
と
三
因

仏
性
の
関
係
が
『
文
句
』
に
お
い
て
ど
う
解
釈
さ
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
不
軽
菩
薩
の
授
記
と
仏
性
思
想

と
の
絡
み
合
い
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
疑

問
が
生
じ
て
、
勉
強
課
題
が
残
り
ま
し
た
。 
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「
授
記
品
」
は
五
月
講
義
で
終
わ
り
、
「
化
城
喩󠄂
品
」

に
入
り
ま
し
た
。「
化
城
喩󠄂
品
」
で
は
ま
ず
品
題
を
解

釈
し
て
、「
化
」
と
は
神
通
力
の
働
き
で
、「
城
」
は
敵

の
防
御
を
意
味
す
る
と
し
て
、
権
仮
（
か
り
）
に
名
づ

け
る
の
で
「
化
城
」
と
説
明
し
ま
す
。 

ま
た
、
此
の
品
が
宿
世
（
過
去
世
）
の
因
縁
を
説
い

て
下
根
の
人
を
悟
ら
せ
る
の
だ
か
ら
、「
宿
世
品
」
と

い
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
こ

の
品
の
前
半
は
宿
世
の
話
だ
か
、
後
半
は
化
城
の
話

な
の
で
「
化
城
喩󠄂
品
」
だ
と
応
じ
ま
す
。
ま
た
上
根
は

疑
い
が
少
な
い
が
、
中
根
は
疑
い
深
い
、
下
根
は
も

っ
と
疑
い
深
い
た
め
、
先
ず
は
宿
世
の
機
縁
を
明
か

し
て
、
後
に
実
の
悟
り
の
宝
処
を
示
す
の
で
「
化
城

喩󠄂
品
」
だ
と
述
べ
ま
す
。
こ
う
し
た
品
題
解
釈
の
次

に
、
科
文
の
「
入
文
解
釈
」
に
入
り
ま
し
た
。 

『
文
句
』
テ
キ
ス
ト
で
は
「
最
初
に
さ
ら
に
二
段
が

あ
る
。
第
一
に
遠
い
昔
（
久
遠
）
を
知
見
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
宿
世
（
過
去
世
）
の
結
縁
を

明
ら
か
に
す
る
」
と
あ
り
、
化
城
喩󠄂
品
が
「
久
遠
」
と

「
結
縁
」
を
テ
ー
マ
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
ま
す
。
そ
し
て
「
正
し
く
結
縁
を
明
か
す
」
で

は
、
結
縁
に
「
遠
い
理
由
（
遠
由
）」
と
「
近
い
理
由

（
近
由
）」
が
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
遠
い
理
由
」
に
は

大
通
智
勝
如
来
の
成
道
と
梵
天
達
の
請
法
（
説
法
を

願
う
）
が
あ
り
、
成
道
に
つ
い
て
の
五
段
の
様
相
を
、

１
・
仏
寿
が
長
遠
、
２
・
成
道
の
前
後
、
３
・
正
面
か

ら
成
道
を
明
か
す
、
４
・
成
道
後
の
眷
属
供
養
を
明

か
す
、
５
・
法
輪
を
転
じ
る
こ
と
を
請
う
こ
と
を
明

か
す
、
の
順
で
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

「（
結
縁
の
）
近
い
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
仏
は
請

い
に
よ
っ
て
説
法
す
る
た
め
「
覆
講
」
し
て
正
し
く

結
縁
を
す
る
と
述
べ
ら
れ
ま
す
。「
覆
講
」
と
は
、

仏
の
説
法
を
受
け
た
弟
子
た
ち
が
そ
の
内
容
を
繰
り

返
し
て
講
義
・
説
法
す
る
こ
と
で
悟
り
を
得
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
そ
の
や
り
方
と
し
て
は
、
ま
ず
半
字

（
小
乗
）
の
法
輪
が
転
じ
ら
れ
、
次
に
そ
れ
を
聴
い

た
弟
子
た
ち
が
字
を
廃
し
て
の
満
字
（
大
乗
）
の
説

法
を
請
い
願
う
、
と
い
う
次
第
と
な
り
ま
す
。 

七
月
の
講
義
は
、
『
文
句
（
Ⅲ
）
』
の
八
五
八
頁

の
「
「
三
転
」
と
は
示
・
勧
・
証
を
謂
う
云
々
」
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
経
文
は
、
大
通
智
勝
如
来
が
梵

天
王
達
と
十
六
王
子
の
要
請
を
受
け
て
、
十
二
行
の

法
輪
を
三
回
転
じ
て
、
十
二
因
縁
の
法
を
説
く
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
沙
弥
と
な
っ
た
十
六
王
子
に
請

わ
れ
て
『
大
乗
経
・
妙
法
蓮
華
経
・
教
菩
薩
法
・
仏

所
護
念
』
の
教
え
を
八
千
劫
休
ま
ず
に
説
き
終
わ
り

八
万
四
千
劫
の
禅
定
に
入
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
で
す
。 

『
文
句
（
Ⅲ
）』
の
随
文
釈
義
で
は
、
仏
が
「
十
二
の

法
輪
」
を
三
回
転
じ
た
「
三
転
」
と
は
、「
示
す
、
勧

め
る
、
証
す
」
の
こ
と
で
、
ま
た
「
示
教
利
喜
」
に
も

当
て
て
、
示
が
示
転
、
教
が
勧
転
、
利
喜
が
証
転
で
あ

る
、
と
の
解
釈
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
「
三
転
」
は
、

衆
生
に
上
中
下
の
三
つ
の
機
根
が
あ
る
た
め
と
も
解

釈
さ
れ
ま
す
。 

「
転
」
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
釈
し
て
、
こ
の
法
を

転
じ
て
、
他
人
の
心
に
渡
り
入
り
、
覚
り
を
得
さ
せ
、

外
道
の
邪
見
を
破
ら
せ
る
か
ら
こ
そ
「
転
法
輪
」
と

い
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
意
義
を
持
っ
て
い
な
い

魔
や
梵
天
な
ど
に
は
決
し
て
転
じ
る
（
法
を
説
く
）

こ
と
は
で
き
な
い
と
し
ま
す
。 

十
二
因
縁
に
つ
い
て
は
、
苦
集
滅
道
の
四
諦
を
詳

し
く
観
ず
る
こ
と
と
し
て
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
は

共
通
し
て
十
二
因
縁
を
観
察
す
る
が
、
二
乗
に
は
生

滅
の
あ
る
有
量
の
十
二
因
縁
で
、
菩
薩
に
と
っ
て
は

無
生
で
無
量
の
十
二
因
縁
と
な
り
ま
す
。 

出
家
し
た
王
子
達
が
請
う
の
は
「
満
字
（
大
乗
）

の
法
輪
」
で
あ
り
、
こ
の
求
め
を
『
文
句
』
で
は

「
満
字
廃
半
を
請
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
請

い
に
応
え
て
仏
が
説
く
の
が
『
法
華
経
』
で
す
。 

こ
の
『
法
華
経
』
を
聞
い
て
十
六
王
子
や
二
乗
た

ち
は
す
ぐ
理
解
で
き
た
の
で
す
が
、
経
文
に
「
其
の

余
の
千
万
は
皆
、
疑
惑
を
生
じ
」
と
い
わ
れ
た
聴
衆

が
い
て
、
こ
れ
は
後
に
十
六
王
子
に
縁
を
結
び
導
か

れ
る
者
達
と
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
『
法
華
経
』
を
説

い
た
仏
は
、
そ
の
後
に
入
定
（
禅
定
に
入
る
）
す
る

こ
と
を
明
か
す
の
で
す
が
、
講
義
は
『
文
句
』
の
八

六
四
頁
の
「
入
定
の
時
節
は
、
即
ち
是
れ
「
八
万
四

千
劫
」
な
り
」
で
終
了
し
ま
し
た
。 

次
回
の
八
月
講
義
で
は
、
こ
の
続
き
で
「「
是
時
十

六
菩
薩
知
仏
入
室
」
の
下
は
、
第
二
に
正
し
く
結
縁

す
。」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
教
学
的
に
も
重

要
な
「
化
城
喩󠄂
」
に
つ
い
て
の
講
義
に
入
り
ま
す
。 

菅
野
先
生
の
レ
ジ
ュ
メ
は
科
文
・
経
文
（
訓
読
）・

『
文
句
』
現
代
語
訳
・
注
釈
が
揃
っ
た
充
実
し
た
内

容
で
、
途
中
か
ら
で
も
充
分
つ
い
て
行
け
る
講
義
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
、
御
聴
講
く
だ
さ
い
。 
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法華コモンズ仏教学林 後期講座一覧 
 

2026（令和８）年度 後期講座 開講：１０月～３月（2027 年） 

●すでに終了した講義も、動画配信等で受講できますのでお申込み下さい● 
  

 

●集中講座「政治と宗教を考える集中講義」※第 1部と第２部の二つの講義 

開催日時：１０月３日（土）午後 1 時３０分～5 時 30 分（4 時間）    講師：櫻井義秀 

第１部：統一教会問題――解散命令と山上裁判  全１回【対面&実況】 【受講料】3,000円   

第２部：2050 年の宗教未来地図――興隆する宗教と衰退する宗教（宗教二世問題の裏面） 

 

●集中講座「敗戦と占領 それで自由になったのかい－ＧＨＱの天皇傀儡論と国家神道論―」 

開催日時：１１月２８日（土）午後 1 時３０分～5 時 30 分（4 時間）    講師：磯前順一   

全１回【対面&実況】 【受講料】3,000円    
 

●連続講座「仏教哲学再考③―日本仏教を哲学するⅠ」                   講師：末木文美士  

開講時間：水曜日 午後６時３０分～8 時 30 分  全 4 回 【オンライン講座】 【受講料】8,000円     

開催日： 第１回（通算 17 講） １０月 ７日  第３回（通算 19 講） １２月 ２日    

第２回（通算 18 講） １１月 ４日  第４回（通算 20 講）  １月 ６日（2027 年） 

                                      

●シリーズ講座《法華仏教講座》 全６回 【対面&実況】  

  開講時間：土曜日 午後３時３０分～５時 30 分 ※12/26、第 3 回のみ午後 2～4 時開講 

第１回 10 月 17 日「❝点の宗教❞と❝面の宗教❞―書評コロキアム『一九六八年と宗教』補論」 講師：小川寛大   

第２回 11 月 14 日「日蓮と北条時頼をめぐって」 講師：坂井法曄 

第３回 12 月 26 日「青年日蓮論―五戒・五行への注目を軸に」 講師：岡田文弘 

第４回 1 月 23 日「法華教学における顕本論と化導論（2）」 講師：花野充道   

第５回 2 月 27 日「源信における往生と成仏  － 一乗円宗の視点を通して  －」   講師：伊奈 潔 

第６回 3 月 6 日「中世延暦寺における論義文献の形成過程」 講師：長谷川裕峰 

       【受講料】１期６回分 12,000円、1回 2,000円 

 

●連続講座「『法華経』『法華文句』講義」全 6 回 【対面&実況】     講師：菅野博史 

 開講時間：月曜日 午後６時３０分～8 時 30 分 【受講料】１期 6回分 12,000円、1回 2,000円  

開催日：第１回 10 月 19 日  ／  第２回 11 月 30 日  ／  第３回 12 月 21 日  

         第４回  1 月２5 日  ／  第５回  2 月２2 日  ／  第６回  3 月 29 日  

 

【会場】新宿常圓寺 祖師堂地階ホール 新宿区西新宿 7-12-5 電話 03-3371-1797（寺務所） 

【申込】受講講座名・氏名・住所・連絡先を明記して送付 ⇒ FAX：042-627-7227 

mail：hokkecommons＠gmail.com ／ ブログ：https://hokke-commons.jp/  
 

192-0051 八王子市元本郷町 1-1-9 善龍寺内 法華コモンズ仏教学林 事務局 
 

https://hokke-commons.jp/
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※
令
和
八
年
度
分
と
し
て 

個
人
会
員 

 

※
１
口 

一
万
円 

６
口 

小
松 

正
学 

 

２
口 

菅
野 

博
史 

６
口 

松
原 

勝
英 

 
２
口 

国
府
田
義
昭 

６
口 

中
野 

顕
昭 

 

１
口 
久
保
田
正
尚 

６
口 

持
田 

貫
信 

 

１
口 

成
田 
喜
達 

３
口 

西
山 

 

茂 
 
 

１
口 

匿
名 
希
望 

 
 
 

法
人
会
員 

 
 

※
１
口 

五
万
円 

３
口 

理
性
寺 

 
 
   

  

２
口 

本
妙
寺 

２
口  

本
國
寺 

  
 
 
 
 

２
口 

法
妙
寺 

２
口 

善
生
寺  

 
 
 
 
 

２
口 

善
龍
寺 

２
口 

東
洋
哲
学
研
究
所 

  

２
口 

持
法
寺 

２
口 

天
龍
寺 

 
 
 
 
  

１
口 

立
行
寺 

 

◎
皆
さ
ま
の
ご
賛
助
ご
支
援
に
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
八
年
度
も
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
で
は
、
本
学
林
の
趣
旨
に
賛
同 

 

し
て
運
営
の
維
持
に
協
力
し
て
頂
け
る
「
年
間
会
員
」
を
新

学
期
時
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
左
記
の
要
領
に
て
、
受
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

【
年
間
賛
助
会
員 

加
入
申
込
み
】 

◯ 

個

人

会

員 
―

 

年
間
１
口
（
１
万
円
） 

◯ 

法
人
・団
体
会
員 ―

 

年
間
１
口
（５
万
円
） 

 

《
お
申
込
み
年
度
の
特
典
》
変
更
点
有
り 

１
、
個
人
会
員
で
６
口
以
上
の
方
は
、
年
度
内
前
後
期
の

全
て
の
講
座
を
ご
受
講
・動
画
配
信
視
聴
出
来
ま
す
。 

２
、
法
人
・団
体
会
員
で
は
２
口
以
上
で
、
１
口
ご
と
に
所

属
団
体
員
１
名
が
年
度
内
前
後
期
の
全
て
の
講
座
を
ご

受
講
・動
画
配
信
視
聴
出
来
ま
す
。 

 

●
お
申
込
み
頂
け
る
方
は
、
次
の
内
容
を
書
い
て
、
表
紙

タ
イ
ト
ル
ま
た
は
11
頁
下
に
あ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ブ
ロ
グ
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

★ 

個
人
か
法
人
か
、
ま
た
何
口
か
を
明
記
す
る
。 

★ 
名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
す
る
。 

 ●
直
接
に
ご
加
入
・
ご
支
援
を
頂
け
る
方
は
、
郵
便
振
込

用
紙
に
て
通
信
欄
に
口
数
を
ご
明
記
の
上
、
同
封
の
振

込
用
紙
か
、
下
記
の
口
座
に
て
お
振
込
み
下
さ
い
。 

【口
座
名
】  

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

 
 

【口
座
番
号
】 

０
０
１
５
０-

７-
６
３
４
７
１
２ 

    

   

○
菊
地
大
樹
先
生
「『吾
妻
鏡
』
と
鎌
倉
仏
教
」６
回 

○
池
上
要
靖
先
生
「初
期
仏
教
研
究
」６
回 

○
菊
地
大
樹
先
生
「歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
」 

①
鎌
倉
時
代
を
射
程
に
い
れ
て 

②
《
顕
密
問
題
》
を
考
え
る 

③
日
本
宗
教
史
の
名
著
を
読
む 

④
鎌
倉
仏
教
史
の
名
著
を
読
む 

 

※
①
～
④
ま
で
各
講
座
そ
れ
ぞ
れ
６
回
の
講
義 

他
講
義
に
つ
い
て
は
ご
対
応
で
き
る
場
合
が
有
り
ま
す
の

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

◎
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
：
価
格
一
万
二
千
円
（
消
費
税
込
） 

全
６
回
講
義
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
と
レ
ジ
ュ
メ
Ｐ
Ｄ
Ｆ 

 

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
：
価
格
一
万
二
千
五
百
円
（
消
費
税
・
送
料
込
） 

全
６
回
講
義
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
６
枚
組
と
レ
ジ
ュ
メ
印
刷
物 

◆
詳
細
は
ブ
ロ
グ
（https:/

/
hokke-

com
m

ons.jp

）参
照
。 

 

【
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
叢
書
】 

 

叢
書
３
『
本
門
戒
壇
論
の
展
開
』
頒
価
一
冊
二
千
円
＋
送
料 

※
『
日
蓮
の
諸
宗
批
判
』『「
九
識
説
」
と
は
何
か
』

は
コ
モ
ン
ズ
の
ブ
ロ
グ
で
無
料
公
開
中
で
す
。 

 

法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信 

第
十
七
号 

  
 

発
行
日 

 

二
〇
二
六
（
令
和
八
）

年
八
月
十
六
日 

  
 

編
集
発
行 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

  
 

発
行
所 

 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

事
務
局 

 
 

 
 

一
九
二-

〇
〇
五
一 

東
京
都
八
王
子
市
元
本
郷
町
一-

一-

九 

 
 

 
 

 
 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
４
２
（
６
２
７
）
７
２
２
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

賛
助
会
員
一
覧
（敬
称
略
） 

 

「講
座
映
像
版
」販
売
の
お
知
ら
せ  

http://hokke-commons.jp/

